
 

横浜市歯科口腔保健 令和３年度から令和４年度の取組（案）について 

 

１ 趣旨 

  歯科口腔保健推進検討部会において、本市の歯科口腔保健を推進していくための検討を

行い、「横浜市歯科口腔保健 令和３年度から令和４年度の取組」（案）としてまとめまし

たので、報告します。 

 

２ 令和２年度歯科口腔保健推進検討部会の開催内容 

日程 議題内容等 

第１回 ９月 14 日 
各ライフステージや対象像の歯科口腔保健に関する現状と課題、

取組の方向性及び関係者の役割について検討を行いました。 

第２回 １月 18 日 
令和３年度から令和４年度の取組（案）に対する関係団体からの

意見及びその対応案について検討を行いました。 

 

３ 関係団体等へのヒアリングについて 

歯科口腔保健に関する現状、課題や取組の方向性、関係者の役割について、各機関・ 

団体にヒアリングを実施しました。 

(1) ヒアリング実施機関・団体（11 月～12 月上旬に実施） 

   医師会、歯科医師会、薬剤師会、食生活等改善推進員会、保健活動推進員会、私立 

保育園園長会、幼稚園協会、養護教諭研究会、老人クラブ連合会、身体障害者団体連合会、

精神障害者家族連合会、心身障害児者を守る会、ケアプラザ所長会 

(2) 関係団体からの御意見について（資料１－２） 

   全体として、賛同の御意見を多数いただき、新規にコラムを挿入するなど取組案への

反映を行いました。要望の御意見としては、障害児・者に対する情報提供の充実に関す

るものが多く寄せられました。 

 

４ 横浜市歯科口腔保健 令和３年度から令和４年度の取組（案）について 

  資料１－３及び１－４（概要版）のとおり 

 

５ 今後のスケジュール 

・「令和３年度から令和４年度の取組」の公表及び冊子の配布 

・関係機関・団体と連携した歯科口腔保健の取組推進 

 ・歯科口腔保健推進計画と第３期健康横浜２１（令和５年度～）の一体的な策定 
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番号 団体の属性 取組に対する 意見箇所 意見の内容 意見への対応方針 関係課

1 保育・教育関係 乳幼児期

乳幼児健診の機会に歯科保健指導を行う取組は非常に有
効な手段であり、保健指導の為の「共通媒体」を作成する事
は保健指導の質の向上に役立つ素晴らしい取組である。
新型コロナウイルス感染症の流行により例年以上に取組が
難しいが、保育園でも可能な範囲で歯科保健向上を目標に
日々関わりたい。

ご意見として承ります。
こども青少年局こども家庭課
こども青少年局保育・教育人材課

2 保育・教育関係 乳幼児期（具体的な取組）
保育園における歯科検診が2回になったが、2回分の費用と
も運営費から出している。歯科健診の費用を負担してほし
い。

公定価格に２回分の費用が含まれております。 こども青少年局保育・教育人材課

3 福祉施設
乳幼児期
学齢期

乳幼児期及び学齢期における身体的暴力とネグレクトがあ
る場合、口腔内の怪我や不衛生、う歯の発生が顕著に表れ
ることがある。
口腔保健の向上と併せて、児童虐待早期発見の契機となり
うることについて、取組に加えてほしい。

ご意見ありがとうございます。「養育環境の把握」を
行うことを取組の冊子の本文に追加しました。（P10）
歯科検診などが児童虐待の早期発見の契機になりう
ることについては、児童虐待対策のコラムを掲載しま
した。（P13）

こども青少年局こども家庭課

4 保育・教育関係 学齢期
１人平均むし歯数が国の目標を達成していることについて
は、各家庭の努力もあってのことだと思う。学校においても
健康教育をきちんとやっていくための施策を考えて欲しい。

本市作成の横浜版歯科保健教育資料『学校におけ
る歯科保健教育の進め方』に、歯・口の健康づくりの
進め方、指導計画、歯科保健教育に必要な資料を掲
載しています。今後も横浜市学校保健会と横浜市歯
科医師会で行っている歯科衛生士の派遣事業も十
分に活用しながら、各校の歯科保健の充実に向け
て、歯科保健教育へ取り組んでまいります。

教育委員会事務局健康教育課

5 保育・教育関係 学齢期（関係者の役割）

歯科医療等関係者の役割に、「フッ化物洗口、フッ化物歯面
塗布などを実施し～」とあるが、集団教育や学校現場では
子どもの口の中に薬物入ることについて慎重になっている。
歯みがき指導や食生活の改善を中心に考えてほしい。

市立学校における歯科保健教育については、本市作
成の横浜版歯科保健教育資料『学校における歯科
保健教育の進め方』に掲載されている校種別のねら
いに基づいた「歯・口の健康に関する内容」「食生活
に関する内容」「歯口清掃に関する内容」を推進して
いきます。今後も横浜市歯科医師会と連携し、歯み
がき指導や食生活の改善について検討していきま
す。

教育委員会事務局健康教育課

6 保育・教育関係 学齢期（関係者の役割）
横浜市は歯科医師会にもご協力いただき、歯科巡回指導を
しっかり行っている。学校歯科医の先生方もとても熱心に関
わってくださっている。

横浜市歯科医師会と連携し、引き続き学校の歯科保
健を推進していきます。

教育委員会事務局健康教育課

7 福祉施設 成人期

①計画実行により市の医療費がこのくらい削減される見込
みであるなどが分かるとより意識が高まるのではないか。
②定期検診の実効性を高めるために、費用援助等も有効で
はないかと感じる。

①歯科口腔保健の推進は医療費の削減を目的とす
るものではありませんが、医療費への影響について
は、今後の検討事項とします。
②現在、歯周病検診は1回500円の自己負担があり
ます。定期健診の費用援助については他都市の状
況も把握し、有効性について今後の検討事項としま
す。

健康福祉局保健事業課

8 地域活動団体
成人期（取組の方向性）
高齢期（取組の方向性）

成人・高齢期以降の取組に重点と書かれている項目がある
が、そこの取組が遅れているという事か。

説明の場で、今後、重点的に進めていく取組として記
載している旨説明済みです。

健康福祉局保健事業課

9 福祉施設
成人期
高齢期

介護予防事業として、口腔講座を企画・開催しているが「口
腔」への地域高齢者の関心は低いように感じている。健康
意識が高い方は参加するが、本当に聞いてもらいたい方々
には届かない。
①地域住民に興味・関心を持ってもらえるような取組みの必
要性を感じる。
②高齢者はもちろんだが、早い段階（中年層）から介護予防
の普及が必要。
③健康教室等は企業と連携し、職場で実施されればより効
果的な普及が図れるのでは。

①興味・関心を持っていただけるような啓発方法を検
討してまいります。
②③早い段階からの啓発が必要であるため、成人期
においては、糖尿病等の疾病の重症化予防や健康
経営の取組の中で啓発を行います。

健康福祉局保健事業課
健康福祉局地域包括ケア推進課

10 福祉施設
成人期
高齢期

歯科口腔保健の推進は健康増進、介護予防の観点からも
大変重要。昨年度の歯科の受診延べ日数も伸び、医療費も
増えている。
①歯周病と生活習慣病との関連については明らかになって
おり、成人であれば健診や特定保健指導等の機会を活用
し、口腔ケアの重要性を伝えていくことは良いことだと思う。
②高齢者や要介護者、その支援者への普及啓発に、包括
支援センターの職員も地域包括ケアシステムの一環として、
支援していきたい。

①ご意見ありがとうございます。引き続き生活習慣病
対策などと連携して啓発を進めます。
②地域包括ケアシステムの取組に係る関係機関・団
体など地域資源を活かしたフレイル予防の取組につ
いて検討し、地域に応じて、フレイル予防、ロコモ予
防、口腔機能の向上、栄養改善、認知症予防、閉じ
こもり予防等の効果的な普及啓発を地域ケアプラザ
等と連携して実施していきます。

健康福祉局保健事業課
健康福祉局地域包括ケア推進課

11 医療関係 高齢期

オーラルフレイルや咀嚼・嚥下機能の低下による誤嚥性肺
炎等の予防に関して薬剤師が関わることで、これらの予防
や市民への啓発事業にも繋がると思う。
「高齢期」の取組として、薬剤の中には、嚥下機能を低下さ
せてしまう薬剤があること等を理解し、歯科口腔保健に関す
る正しい知識を持つことを加えてはどうか。

ご意見については、取組冊子の関係者の役割に含ま
れています。なお、個別具体的な内容についてはご
意見として承ります。

健康福祉局保健事業課

12 地域活動団体 高齢期

８０代になり自分の歯を失い、歯周病予防の大切さを痛感し
ている。
①むし歯・歯周病予防の取組では、自己責任のとれる成人
期の対策を強化することが必要。
②成人期の課題にある「予防する取組の担い手となる人材
の育成」は具体的にどんな取組か。

①早い段階からの啓発が必要であるため、成人期に
おいては、糖尿病等の疾病の重症化予防や健康経
営の取組の中で啓発を行います。
②保健活動推進員など地域で普及啓発の活動に取
り組む団体に研修をおこなうなど地域人材の育成を
進めます。

健康福祉局保健事業課

13 医療関係 要介護高齢者

居宅の要介護者を訪問する中で、口腔状態のよくない状態
の方がいるが、そのような状況をフィードバックして対応でき
るよう、歯科医師会と連携するマニュアルなどがあると良
い。

今後の参考として承ります。 医療局がん・疾病対策課

「横浜市歯科口腔保健令和３年度から令和４年度の取組（案）」に対する関係団体からの御意見
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14 障害関係
高齢期

障害児及び障害者

高齢の障害者には口腔に問題があるものも多い。高齢者は
情報を取るのが難しいので、例えば相談を受けてくれるコー
ルセンターの電話番号を載せるなど、高齢者にもわかりや
すいＰＲをしてもらえるとありがたい。

意見の趣旨は取組冊子の取組の方向性（情報発信）
に含まれています。（コールセンターについては）今
後の参考として承ります。

医療局がん・疾病対策課
健康福祉局障害施策推進課

15 障害関係 障害児及び障害者 障害者の歯の問題はどこに相談すれば良いか。

・お住まいの区役所福祉保健課にご相談をお願いし
ます。（保健事業課）
・横浜市歯科保健医療センターの歯科医療連携室で
は障害児・者の歯科診療、訪問診療等に関する相
談・問い合わせを受け付けています。引き続き周知
に努めてまいります。(障害施策推進課）

健康福祉局保健事業課
健康福祉局障害施策推進課
医療局がん・疾病対策課

16 障害関係 障害児及び障害者
障害者を見てくれる医療機関は少ない。障害の特性によっ
て対応ができないと断られるケースもあった。

・ご意見の趣旨は取組の冊子、関係者の役割に記載
しており、今後の参考として承ります。(障害施策推進
課）
・協力医療機関に関連した研修の拡充を横浜市歯科
医師会と進めていく中で、ホームページ上で掲載する
協力医療機関の情報内容の充実を予定しています。
（がん・疾病対策課）
・このような取り組みと連携して情報提供に取り組み
ます。（保健事業課）

医療局がん・疾病対策課
健康福祉局障害施策推進課

17 障害関係 P.36障害児及び障害者

区役所で協力医療機関の名簿は見せてもらえないか。どん
な障害なら受診可能なのかなど、障害特性に応じた対応の
可否がわかると探しやすい。２階以上の場所にあると車い
すが入れない場合もある。

・意見の趣旨は取組の冊子、取組の方向性に含まれ
ていると認識しており、今後の参考として承ります。
(障害施策推進課））
・協力医療機関に関連した研修の拡充を横浜市歯科
医師会と進めていく中で、ホームページ上で掲載する
協力医療機関の情報内容の充実を予定しています。
（がん・疾病対策課）
・このような取り組みと連携して情報提供に取り組み
ます。（保健事業課）

医療局がん・疾病対策課
健康福祉局障害施策推進課

18 障害関係 障害児及び障害者
どんな障害者施設に往診しているかなど、歯科医師のプロ
フィールがあれば選ぶ際の目安になると思う。

・意見の趣旨は取組の冊子、取組の方向性に含まれ
ていると認識しており、今後の参考として承ります。
(障害施策推進課））
・協力医療機関に関連した研修の拡充を横浜市歯科
医師会と進めていく中で、ホームページ上で掲載する
協力医療機関の情報内容の充実を予定しています。
（がん・疾病対策課）
・このような取り組みと連携して情報提供に取り組み
ます。（保健事業課）

医療局がん・疾病対策課
健康福祉局障害施策推進課

19 障害関係
要介護高齢者

障害児及び障害者

以前入居していた施設では誤嚥性肺炎で入退院を繰り返し
ていた父が、口腔ケアに力を入れている別の老人ホームに
入居してから、気になっていた口臭も気にならなくなり、１年
半の入居期間中に誤嚥性肺炎での入院もなかった。その経
験からも歯科口腔保健がとても大事だと思う。

・ご意見ありがとうございます。（高齢施設課）
・意見の趣旨は賛同と捉えられることから、ご意見と
して承ります。（障害施策推進課）
・施設での口腔ケアの重要性について周知に努めま
す。（保健事業課）

健康福祉局障害施策推進課
健康福祉局介護事業指導課
健康福祉局高齢施設課

20 障害関係 障害児及び障害者
精神障害の特性のひとつのこだわりがあり、少しのことで歯
科医院に頻回に受診している。親としては費用面が大変な
ので、公的補助も考えて欲しい。

医療費助成の拡大については、厳しい財政状況の
中、現時点でただちに実施することは困難な状況で
すが、今後の取組の参考とさせていただきます。

健康福祉局医療援助課

21 障害関係 障害児及び障害者

障害がある場合、歯科医院に通院出来ないことも多いが、
訪問歯科診療や訪問口腔衛生指導等の制度がある事を知
らない。区でも聞かなければ教えてもらえない。
このような情報が必要な人にすぐに伝わるような仕組みを考
えて欲しい。

・ご意見の趣旨は取組の冊子、取組の方向性に含ま
れていると認識しており、今後の参考として承りま
す。（障害施策推進課）
・ご利用いただける行政サービス情報が必要な方に
きちんと届くよう周知に努めます。（保健事業課）

健康福祉局障害施策推進課
健康福祉局保健事業課

22 障害関係 障害児及び障害者

200を超える歯科医療機関が１次医療機関として協力してい
るが、18区でどこが協力機関かホームページにアクセスしな
いと見られない状況。車いすが入れるかどうか、笑気ガスを
使っているかどうかなどもわかるようにして欲しい。

・ご意見の趣旨は取組の冊子、取組の方向性に含ま
れていると認識しており、今後の参考として承りま
す。（障害施策推進課）
・現在、横浜市歯科医師会がホームページ上で掲載
するために一次医療機関である協力医療機関の情
報を整理しています。その内容には、どのような診療
が対応可能か等の情報を掲載する予定としていま
す。（がん・疾病対策課）
・このような取り組みと連携して情報提供に取り組み
ます。（保健事業課）

医療局がん・疾病対策課
健康福祉局障害施策推進課

23 障害関係 障害児及び障害者
胃ろうの子の親の中には歯みがきに対する意識が低い方も
いる。歯みがきの大切さを消化器系の医師の先生にもぜひ
伝えてもらいたい。

ご意見の趣旨は取組の冊子、取組の方向性に含ま
れていると認識しており、今後の参考として承りま
す。

健康福祉局障害施策推進課

24 障害関係 障害児及び障害者

精神障害者の中には服薬の影響で唾液の分泌が悪く、意
欲の低下や体調悪化のために口腔ケアが十分に行えず
に、むし歯のある方が多くいる。症状により緊張しやすいう
え、障害年金のみで生活している方も多い。
①治療費の経済的負担も大きく、治療から遠ざかる一因に
もなっていると考える。
②区で行われている生活教室など、身近な所で検診が受け
られるのは良い。
③社会的資源につながらず、家庭で過ごす精神障害者も多
く、訪問診察等が増えることを願う。
これからも障害者へのきめ細やかな口腔衛生サービスを提
供して欲しい。

①医療費助成の拡大については、厳しい財政状況の
中、現時点でただちに実施することは困難な状況で
すが、今後の取組の参考にさせていただきます。（医
療援助課）
②ご意見ありがとうございます。引き続き効果的な歯
科教室の開催に努めてまいります。（保健事業課）
③一次医療機関である協力医療機関の体制を充実
させることで、身近なところで安心して受診ができる
環境を整備してまいります。（がん・疾病対策課）

医療局がん・疾病対策課
健康福祉局医療援助課
健康福祉局障害施策推進課

25 障害関係 障害児及び障害者

総合失調症の息子は、人に嫌われるという妄想があり、普
段は歯科医に行ったことがなかった。病状からか、歯みがき
もあまりしていなかった。
先日急に歯の痛みを訴え、通院することになったが、歯科医
師の先生や受付の方に、総合失調症の事を話したところ、
理解していただき、上手く治療していただいた。
歯科医の協力はとても助かった。

意見の趣旨は賛同と捉えられることから、ご意見とし
て承ります。

医療局がん・疾病対策課
健康福祉局障害施策推進課

26 地域活動団体 P.1策定にあたって（位置づけ）「健康横浜２１」の周知不足を感じる。
説明会場での質問。健康横浜２１の内容についてそ
の場で説明しました。

健康福祉局保健事業課

27 障害関係 P.1策定に当たって（位置づけ）
「健康横浜２１」というのはどのような計画か。

説明会場での質問。健康横浜２１の内容についてそ
の場で説明しました。

健康福祉局保健事業課

28 障害関係 P.8関係者の役割
団体として会員向けに歯科に関する研修会を開催したいと
希望があったらどこに相談をしたらよいか。

お住まいの区役所福祉保健課健康づくり係（歯科衛
生士）または健康福祉局保健事業課歯科保健担当
にご相談をお願いします。

健康福祉局保健事業課



29 福祉施設
P.43歯科口腔保健の観点

から推進する取組

全体的に乳幼児から高齢者まで幅広くテーマをカバーして
いて、コラムでは災害時の口腔ケアなど新しいテーマを取り
上げていてとてもよく取りまとめられているが、口腔がんの
記載が少ない。稀少がんゆえか、喫煙による影響のところに
記載されているだけだが、必ずしも喫煙者だけの問題では
ない。

口腔がんの原因はいろいろありますが、まずは、原
因として代表的な、喫煙による影響を啓発してまいり
ます。

医療局がん・疾病対策課
健康福祉局保健事業課

30 地域活動団体
P.45歯科口腔保健の観点

から推進する取組
災害時用の市の備蓄物品にマウスウォッシュの追加も検討
してほしい。

・災害時の市の備蓄は必要最低限の物資となりま
す。まずは、ご自身の非常持ち出しバッグなどに、歯
ブラシとともにご用意いただくことをおすすめします。

総務局地域防災課
健康福祉局保健事業課

31 医療関係
P.42歯科口腔保健の観点

から推進する取組

歯周病を放置しておくと、取組の目的である生涯、自分の歯
で生活することを達成することが難しくなってしまう。
歯周病の原因となる疾患で薬局を利用している市民は多い
と考える。薬局薬剤師と歯科医療機関が連携することによ
り、歯科受診率を高めるため、「薬局薬剤師との連携により
歯科受診率を高め、適切な口腔ケアを推進する。」（歯周病
の原因となる疾患で薬局を利用している市民に対して歯科
受診勧奨を行い、歯周病を未然に防ぐ。または早期治療に
繋げる。）ことを歯科口腔保健の観点から推進する取組に加
えてみてはどうか。

・歯周病と全身疾患との関係について、市民及び医
療従事者に向けて啓発していくとともに、団体同士の
協力関係が進むよう調整します。（がん・疾病対策
課）
・関係課とともに連携して取り組みます。（保健事業
課）

医療局がん・疾病対策課
健康福祉局保健事業課

32 福祉施設 概要版
障害児・者のカテゴリーについて、別枠にするのでは無く、
乳幼児期、学齢期等それぞれのライフステージ毎に入れた
方が良い。

ライフステージ、対象像のカテゴリーの表記について
修正しました。

健康福祉局保健事業課
健康福祉局障害施策推進課

33 障害関係 歯科口腔保健の推進
歯医者の歴史を知れる施設が関内駅の近くにあるが、横浜
市は歯科医療発祥の地ということを知って勉強になった。そ
うしたことをもっとPRしても良いのではないかと思った。

歯科医療発祥の地についてコラムとして掲載しまし
た。（P48）

健康福祉局保健事業課

34 障害関係 歯科口腔保健の推進
歯周病が認知症の原因になる等、好奇心から読みたくなる
ような内容を入れた方が良いのでは。

歯周病と認知症の直接的な関係については現時点
では、不明なことが多いため、今回は取組の冊子に
は記載しませんが、既に因果関係が明らかになって
いる糖尿病と歯周病の関係など、歯周病に関連する
疾病についてコラムに記載しました。（P43）

健康福祉局保健事業課

35 障害関係 歯科口腔保健の推進
歯科が全身の健康とどのように関わっているか、全体とのつ
ながりが見えると良い。

歯科と全身の健康のつながりについて取組の冊子で
紹介します。

健康福祉局保健事業課

36 地域活動団体 歯科口腔保健の推進
当団体では年１回、区役所高齢支援課の協力のもと、健康
保健講座を開催しており、口腔保健も取り上げている。今後
も積極的に取り組んでいく。

ご意見ありがとうございます。引き続き歯科口腔保健
の推進に御理解と御協力をお願いします。

健康福祉局保健事業課

37 地域活動団体 歯科口腔保健の推進

口腔の健康に食育という考えを取り入れている、ライフス
テージ毎の問題点が書かれまとめられているのが素晴らし
いと感じた。今後、地域での理解を進めるために講座等を開
催していく。

ご意見ありがとうございます。引き続き歯科口腔保健
の推進に御理解と御協力をお願いいたします。

健康福祉局保健事業課

38 地域活動団体 歯科口腔保健の推進

・横浜市歯科口腔保健令和３年度から令和４年度の取組案
を読み賛同できた。
・毎年、歯科衛生士による講話を聞き、オーラルフレイル、
口の健口体操、正しい歯の磨き方等、知識を得ることができ
た。
・コロナ禍にあっても生活習慣病予防の為の「健康づくり」の
啓発活動を実践することができた。甘味食品の食習慣の改
善は個々に応じて、地域や家庭において違いがあり、むず
かしい面もある。

ご意見ありがとうございます。引き続き、効果的な周
知啓発に努めてまいります。

健康福祉局保健事業課

39 地域活動団体 歯科口腔保健の推進

・引越して「かかりつけ歯科医」が見つからないまま10年が
過ぎてしまい、市によって歯科医の対応が違い、困っている
話を聞く。
・歯周病検診も40歳以上無料で受診できるようになれば、か
かりつけ医も見つけられるような気がする。

歯周病検診の無料化がかかりつけ医を持つことに効
果があるかについては、他都市の状況も把握し、有
効性について今後の検討事項とします。

健康福祉局保健事業課

40 障害関係 歯科口腔保健の推進

昨年から歯科に通い始め、１年くらい通ってほとんど治療は
終わり、現在は歯磨き指導をうけている。
その結果、血糖値も下がり、「血液検査の結果がとてもいい
ですね」と言われた。
歯の健康が体にいかに大切かを身をもって体験した。
コロナの時代健康が何より、しっかり栄養をとり、「歯の健
康」をいつも心掛けていきたい。

ご意見ありがとうございます。皆様の体験談なども参
考にさせていただき、周知啓発に努めます。

健康福祉局保健事業課
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１ 主旨
　令和５年度から始まる「第３期健康横浜２１」の分野別計画である「横浜市歯科口腔保健推進
計画（仮称）」の策定に向けて、令和３年度から令和４年度までに行う取組をまとめました。

２ 背景
　歯と口腔の健康は、日々の食事を通じて栄養を摂ることに深く関わり、笑うことや会話を楽し
むことなど、生活の質や心身の健康を保つ基礎であり、健康寿命に大きな影響を与えます。
　人生100年時代を迎え、生涯を自分の歯で過ごし、健康を維持していくために、ライフス
テージに応じた口腔機能の維持向上、むし歯や歯周病の予防に関する取組は、さらに重要とな
ります。
　このような状況を踏まえ、平成31年２月に「横浜市歯科口腔保健の推進に関する条例」が
議会提案により制定されました。この条例に基づいて、歯と口腔の健康づくりに関する施策を
総合的かつ計画的に推進するため、条例第９条に基づき、健康増進法により推進している本
市の健康増進計画「健康横浜２１」と一体化する「横浜市歯科口腔保健推進計画（仮称）」を策
定します。

３ 目的
　健康で豊かな生活の実現に向け、歯と口の健康づくりに市民自らが取り組めるよう、行政、
関係機関や団体がそれぞれに求められる役割を十分理解し、相互連携のうえライフステージ等
の現状や課題に応じて、歯科口腔保健の推進に取り組むことを目指します。

４ 位置づけ
　本市の健康増進計画「健康横浜２１」の歯科口腔保健分野の取組として位置づけ、健康横浜
２１と連携する、「子ども・子育て支援事業計画」、「横浜市教育振興基本計画」、「横浜市高齢者
保健福祉計画・介護保険事業計画・認知症施策推進計画」、「横浜市障害者プラン」、「横浜市地
域福祉保健計画」「横浜市食育推進計画」、「よこはま保健医療プラン」、「データヘルス計画」と
連携して取り組みます。
　また、「歯科口腔保健の推進に関する法律」に基づく「歯科口腔保健の推進に関する基本的事
項」及び「神奈川県歯及び口腔の健康づくり推進条例」とは、施策の方向性や、数値目標を参照
するなど、整合性を図りながら進めます。

策定に当たってⅠ
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策定に当たって ⅠⅠ

５ 推進・評価体制
　令和３年度から令和４年度の取組を踏まえ、第３期健康横浜２１との一体的な計画の策定に向
けて、学識経験者、関係団体、関係機関の代表者から構成される「健康横浜２１推進会議」（推進
会議）及びその部会である「横浜市歯科口腔保健推進検討部会」（検討部会）において検討を進
めます。
　推進にあたって、市は、各施策の進捗状況や各種指標の達成状況を適宜把握し、推進会議及
び検討部会を通じて共有していきます。また、推進会議及び検討部会は、市に対し、歯科口腔
保健の推進に関して適宜必要な提言を行います。
　健康横浜２１の中間評価及び最終評価に合わせ、市は、推進会議及び検討部会からの提言
や、把握した検証結果に基づき評価を行います。

●国、県の計画等と整合性を図りながら取り組みます。

歯科口腔保健の推進に関する法律（歯科口腔保健の推進に関する基本的事項）

神奈川県歯及び口腔の健康づくり推進条例 横浜市歯科口腔保健の推進に関する条例

●健康横浜２１の分野別計画として位置づけ、関係計画と連携して取り組みます。

横浜市歯科口腔保健の
推進に関する条例

健康横浜２１
横浜市歯科口腔保健推進計画

健康日本２１（健康増進法）
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１ 横浜市の歯科口腔保健の現状

（１）横浜市の人口の状況

　横浜市住民基本台帳によると、令和2年３月末の人口は3,761,563人です。
　平成31年1月から令和元年12月までの1年間の出生数は26,394人、死亡数は33,594人
と死亡数が出生数を上回っており、自然増加数はマイナス7,200人となっています。
　人口の年齢別割合は0歳から14歳の年少人口が12.1％、15歳から64歳の生産年齢人口が
63.4％、65歳以上の高齢者人口が24.5％です。高齢者人口のうち、65歳から74歳の前期高
齢者人口は11.8％、75歳以上の後期高齢者人口は12.7％と後期高齢者人口率が年々増加し
ており、高齢者人口の増加は少子化と長寿化によりますます進むことが予測されています。
　平成28年度の男性の平均寿命は81.37歳、健康寿命は71.52歳、女性の平均寿命は87.04
歳、健康寿命は74.48歳とそれぞれ10歳～12歳の開きがあります。
　一方で、令和元年12月31日の外国人人口は104,047人と総人口の2.8％を占め、転入等に
よる社会増加数と自然増加数を合わせた人口増加数8,985人のうち、外国人の人口増加数は
6,864人と約8割を占めています。また外国人の出生数は770人と総出生数の約３％となって
います。

（２）歯科口腔保健の現状と課題

●乳幼児期
　乳幼時期の歯科口腔保健は、乳幼児歯科健康診査や相談事業、保育所、幼稚園等の歯科検
診を通じて行われています。３歳児でむし歯のある児は全体として減少しており、むし歯が全く
ない児がいる一方で、多くのむし歯がある児がいることや第１子より第２子以降のむし歯の割
合が高いことが課題となっています。また、食習慣や口腔衛生に関する課題を抱える子育て家
庭もあります。
　乳幼児期は、口腔機能が発育・発達する大切な時期です。かみ合わせや発育・発達に合わせ
た食べ方の支援も必要です。
　保育所、幼稚園等との連携を強化し、地域性や個別性にも着目した対策が必要です。

●学齢期
　学齢期のむし歯のある児は全体では減少していますが、一定の割合でむし歯のある児がいる
ことや、年齢に応じた口腔機能の発育・発達が十分ではない児童・生徒が散見されています。
　歯肉の炎症所見のある児の割合は減少傾向ですが、中学生では全国平均を上回っています。
　教育機関等との連携を強化し、乳幼児期からの切れ目のない対策が必要です。

歯科口腔保健の現状と方向性Ⅱ
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歯科口腔保健の現状と方向性 ⅡⅡ

●成人期
　1年間に歯科医院、職場、市の検診などで定期歯科検診を受診した人は全国平均を下回ってい
ます。20歳、40歳で歯肉に炎症を有する人の割合は国の目標値を上回っており、40歳の未処
置歯数、喪失歯についても国の目標値を上回っていることから早急な対策が必要です。
　喫煙習慣や糖尿病が歯周病を悪化させることや、歯周病の予防や治療が生活習慣病の予
防、改善につながることが明らかになっています。平成28年の本市の調査では男性の30.3%、
女性の13.4%に喫煙習慣がありました。また平成28年の国民健康・栄養調査の結果では、「糖
尿病が強く疑われる者」、「糖尿病の可能性を否定できない者」は、いずれも全国で12.1%と推
計されており、本市においても同様の傾向が推測されます。
　一方で、平成23年の本市の調査ではかかりつけの歯科医院のある人の割合は約５割にとど
まっています。
　健康の維持・増進には、適切な日々の口腔ケアと生活習慣病の予防、歯科検診による歯科疾
患の早期発見・早期治療が必要です。市民が適切な予防活動に取り組めるよう支援することが
必要です。

●妊娠期
　令和元年度に本市が行った調査では、妊娠中に困ったこと、気になっていることとして、「つわ
りで歯磨きができない」、「歯ぐきからの出血」、「むし歯」などが多くあげられています。妊婦歯
科健康診査の受診率は平成30年度で36.6%でした。妊娠期は家族の健康管理に意識を持つ
ことから、歯の健康に関する重要な時期です。妊娠期の口腔ケアや栄養摂取が妊婦や胎児の
健康に影響を与えることから、意識を高めるよう動機づけることが必要です。

●高齢期
　高齢期では歯の喪失や、噛む、飲み込むなどの口腔機能が低下した状態（オーラルフレイル（※））
が進むことにより、低栄養状態となり、やがて全身の虚弱化、要介護状態を引き起こすことが明
らかになってきました。
　平成28年の本市の調査では80歳で20本以上の自分の歯がある者や60歳代で進行した歯
周病を有する者は国の目標値を下回っています。一方で、要介護認定では、虚弱な状態である
要支援の認定者数が増加しています。
　歯周病の予防、高齢者の口腔機能の維持・向上、オーラルフレイルを予防するための口腔ケ
アや定期的な歯科検診の受診等、介護予防や生活習慣病の予防に取り組めるよう支援するこ
とが必要です。

（※）オーラルフレイル…「オーラルフレイル」は、口腔機能の軽微な低下や食の偏りなどを含み、身体の衰え（フレイ
ル）の一つです。健康と機能障害との中間にあり、口腔ケアや口腔機能の訓練によって機能が回復することが
大きな特徴です。「オーラルフレイル」の始まりは、滑舌低下、食べこぼし、わずかなむせ、噛めない食品が増え
る、口の乾燥等ほんの些細な症状であり、見逃しやすく、気が付きにくいため注意が必要です。
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●要介護高齢者
　令和元年度３月末の要介護認定者は約170,000人で年々増加しており、後期高齢者人口の増
加により今後も増加傾向が続く見込みです。要介護高齢者は心身機能の低下や口腔機能・嚥下
機能の低下による誤嚥性肺炎を引き起こしやすいため予防が重要です。地域包括ケアシステム
では医療や歯科医療と介護サービスとの連携の必要性が高まっています。家族や介護者などの
支援者の理解を深め、適切なケアを提供することが必要です。

●障害児及び障害者
　平成31年3月末の横浜市の人口における障害者手帳の所持者の割合は4.47％で年々増加
しています。障害に応じたきめ細やかな口腔ケアの支援が必要とされており、歯科保健サービ
スの提供方法、医療に対するアクセスの充実が課題となっています。
　また、家族や介助者などの支援者の理解を深め、適切な口腔ケアを提供することが必要
です。
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歯科口腔保健の現状と方向性 ⅡⅡ

２ 取組の基本的な方向性

（１）目標

　歯と口腔の健康が健康寿命の延伸及び生活の質の向上に重要な役割を果たすという条例
の基本理念の下、本市における歯科口腔保健の現状と課題を踏まえ、歯科口腔保健の推進に
あたり、「口腔機能の健全な発育・発達」、「むし歯・歯周病の予防」及び「生涯を通じて食事や会
話ができる」という３つの目標を設定します。
　なお、自ら歯と口腔の健康づくりに関する取組を行うことが困難な人に対しては、家族や支
援者の関わりが重要です。

（２）取組の方向性

　各ライフステージ等の特徴を踏まえ、課題に応じた施策・取組を示し、行政、関係機関・団体及
び市民がそれぞれの役割を担い、歯と口腔の健康づくりを推進していきます。

目標1

目標2

目標3

口腔機能の健全な
発育・発達

むし歯・歯周病の
予防

生涯を通じて
食事や会話ができる

乳幼児期・学齢期に「話すこと」「食べること」「味わうこと」などの口腔
機能を育てることが、成人期・高齢期になってからも健康で質の高い生
活を営む上で重要な役割を果たします。

日頃からのセルフケアとともに、かかりつけ歯科医での、定期的な歯科
検診とプロフェッショナルケアを受けることで、歯の喪失の原因となって
いるむし歯や歯周病の予防、早期発見・早期治療につながります。

口腔機能の低下を予防し、「食べる」「話す」機能をいつまでも維持する
ために、歯と口腔の健康の重要性について理解し、発育・発達の程度や
特性に応じた健康づくりに関する取組を行うことが大切です。

横浜市歯科口腔保健の推進に関する条例第3条（基本理念）
歯科口腔保健の推進に関する施策は、次に掲げる事項を基本理念として行うものとする。
（1） 歯及び口腔の健康が健康寿命の延伸及び生活の質の向上に重要な役割を果たして

いるという認識の下、市民が、歯科口腔保健に関する正しい知識を持ち、生涯にわ
たって日常生活において行う歯科口腔保健に関する取組を推進すること。
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３ 関係者の役割

（１）横浜市

　市民の主体的な歯と口腔の健康づくりに関する取組を推進し、健康寿命の延伸につなげる
ためには、歯科医療等関係者及びその他多様な事業者・関係機関・団体等との連携・協力関係
が不可欠です。
　そのために、歯科口腔保健推進計画を策定し、関係機関や団体との円滑な連携・協力関係を
構築しながら、様々な施策を展開します。
　また、国や県の動向を注視するとともに、地域の歯科口腔保健の現状を把握し、その課題解
決に向けて確かな医学的根拠（エビデンス）に基づく知識や情報を適切に発信し、歯科疾患の
予防や口腔機能の維持・向上に向けた取組を推進していきます。

（２）市民

　生涯を自分の歯で過ごし健康で豊かな生活を維持していくためには、自らが、歯科口腔保健
に関する正しい知識を持ち、生涯にわたり毎日の口腔ケアや、定期的な歯科検診、むし歯や歯
周病などの早期の治療などに取り組むことが重要です。

（３）歯科医療等関係者（歯科医師、歯科衛生士、歯科技工士等）

　歯と口腔の健康を維持・向上するためには、日々のセルフケアに加え、定期的に専門的な口
腔ケアを受けることが大切です。歯科医療等関係者は、かかりつけ歯科医や施設の協力歯科医
療機関として、定期的な歯科検診や専門的な口腔ケアを提供します。
　また、保健医療等関係者と連携し、歯周病と全身疾患との関連性や、全身の健康を守るため
の歯科口腔保健の重要性について普及啓発します。
歯科口腔保健を推進するため、市が実施する事業や施策へ協力し、良質かつ適切な歯科医療
及び歯科保健指導を実施します。
　さらに自らの技術の向上と知見を深めるために、研修や人材育成等を進めます。

（４）保健医療等関係者及び事業者（保健、医療、福祉、介護従事者等）

　歯と口腔の健康が全身の健康の維持・向上に重要な役割を果たすことを理解し、それぞれの
業務において、歯と口腔の健康づくりに取り組みます。
　また、歯科疾患予防の重要性や口腔機能の維持・向上の重要性について理解し、障害児及び
障害者や要介護高齢者など、日常生活において取組が困難な人への必要な支援を実施します。
　歯科医療等関係者とも連携し、家族や介護者に対して歯科疾患予防の重要性や適切な食事
の介助方法等について啓発するとともに、定期的な歯科検診や口腔ケアの定着及び充実を図
ります。
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歯科口腔保健の現状と方向性 ⅡⅡ

（５）保育・教育・企業等事業所・施設

　園児、児童、生徒とその養育者、事業所の従業員とその家族等に対し、歯科口腔保健に関す
る理解促進を働きかけます。
　また、歯科口腔保健に係る健康診査・予防・治療の機会確保に努めます。

（６）地域活動団体等

　市や関係機関が地域で展開する歯科口腔保健に関する普及啓発事業に参加し、理解を深め
ます。
　地域住民や支援対象者の歯科口腔保健を推進する視点を日常の活動に取り入れ、歯と口腔
の健康づくりの普及啓発を行います。
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１ ライフステージ・対象像等に着目した施策

（１）乳幼児期

＜歯科的特徴＞
⃝乳歯が生え始めるとともに、顎の骨の中では永久歯の石灰化が始まります。
⃝離乳の進行とともに咀嚼へと移行し、話すこと、食べること、味わうことといった口腔機能を
獲得します。
⃝３歳児は、乳歯列が生えそろう時期であり、２歳児頃からむし歯が急増します。
⃝４～６歳では、乳臼歯のむし歯が発生しやすくなります。

＜指標＞
指標 現状値 目標値

３歳児でむし歯のない者の割合 90.7%（H30） 90%以上に維持（かつ増加傾向）
（出典：横浜市子ども・子育て支援事業計画）

＜課題＞
　乳幼児期のむし歯の有病者率は、減少傾向にあります。本市の３歳児健康診査でのむし歯の
ない児の割合は、平成30年は90.7％で、初めて目標を達成しました。むし歯が全くない児がい
る一方で、１人で多くのむし歯がある児がいることや第１子より第２子以降のむし歯の割合が高
いことから、個々に応じた支援、取組が必要です。
　乳幼児期は、口腔機能が発育・発達する大切な時期です。かみ合わせや発達に合わせた食べ
方支援も必要です。養育者、保育士等が正しい知識を深め、食育等と連携した取組を進めるこ
とが大切です。

歯科口腔保健の推進に関する施策Ⅲ

ライフステージ

82

84

86

88

90

92

H22

（％）

H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

83.983.9
85.085.0

86.186.1 86.086.0
87.087.0 87.587.5

89.189.1 89.589.5
90.790.7

（図表１）３歳児でむし歯のない者の割合（横浜市）

出典：横浜市保健統計年報
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歯科口腔保健の推進に関する施策 ⅢⅢ

＜取組の方向性＞

⃝乳幼児健康診査等において乳幼児の口腔内状況を把握し、それぞれの児の課題や、地域
の特性に応じた歯科保健事業を展開します。

⃝多数のむし歯があるなど、対象児の生活環境や健康状態、養育者の状況や考えを把握
し、適切に養育ができるよう支援します。
⃝むし歯予防に加え、離乳食・幼児食の食べ方や、「噛

カ

ミング30」(※)など食育と連携した普
及啓発、指しゃぶりなど口腔習癖の予防など、健全な口腔機能の育成に取り組みます。    
(※)噛ミング30…厚生労働省が提唱する、ひとくち30回以上噛むことを目標としたキャッチフレーズで
す。これは、「むし歯」や「歯周病」の改善に加え、「食育」や「高齢者への誤嚥や窒息防止に重点を置
いた対応」が重要であるとの考え方に基づいた取組のひとつです。

⃝全市で実施する乳幼児健康診査、赤ちゃん教室、集団指導等の歯科口腔保健の向上を目
的とした取組で使用する共通媒体を作成し、指導・相談の質を確保します。新規

⃝市民の歯科口腔保健の実態を分析し、ニーズの把握を進めます。 新規

＜具体的な取組＞
乳幼児健康診査（こども青少年局こども家庭課）

　受診率が9割以上の乳幼児健康診査の機会を捉え、歯みがき方法、親子で行うお口の体操
など全市的な共通媒体を作成し、歯科口腔保健の向上に取り組みます。健康教育でも共通媒体
を使用し、指導・相談の質の確保をしていきます。

【４か月児】
　乳歯が生える前の時期を捉え、健全な歯と口腔機能の発達を目指して、歯みがきを始める時
期、歯みがき方法等について歯科保健指導を行います。

【1歳６か月児・3歳児】
　乳歯が生え始め、咀しゃく等の口腔機能を獲得していく時期に健診を行い、幼児の口腔状態
や生活状況等の養育環境を把握し、健全な口腔機能の発達を支援します。

１歳６か月児歯科健康診査事後指導事業（教室・歯科健康診査）				  
（こども青少年局こども家庭課）
　１歳６か月児健康診査でむし歯やむし歯のなり始めの歯があった児やむし歯予測テストでハ
イリスクと判定された児に対し、歯科健康診査と相談、歯みがきの方法等のアドバイスを行い、
３歳児健康診査まで継続的に指導を行います。

乳幼児歯科相談（こども青少年局こども家庭課）
　乳幼児期における歯科的な不安をかかえる乳幼児及び養育者に対して、歯科相談、歯科保
健指導を行います。

市立保育所入所児童の歯科健康診査（こども青少年局保育・教育人材課）
　園歯科医による歯科健康診査と歯の保健指導を行います。
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市内保育施設職員対象の歯科研修（こども青少年局保育・教育人材課）
【口腔疾患の予防と口腔機能育成に関する研修】
　歯みがき指導、実践、ワーク等を行います。

【乳幼児保健研修】
　歯科医から見たこどもの心と体について講義します。

離乳食教室（健康福祉局保健事業課）
　生後７～８か月頃の乳児とその養育者を対象に、離乳食の作り方や食べさせ方などの講話と
実演・相談を行います。

乳幼児食生活健康相談（健康福祉局保健事業課）
　離乳食のすすめ方、好き嫌い、小食、食物アレルギーなど、食生活について不安を抱えている
乳幼児とその養育者に、栄養士が個別相談を行います。

●その他（歯科口腔保健推進事業・区づくり推進事業等で実施）	

赤ちゃん教室（地域育児教室）での歯科健康教育
　子育てが初めてという０歳児を持つ養育者を対象に、地域の会場で育児教室を開催し、育児
の情報交換や仲間づくりを支援する教室において、乳児の歯の生え方や、歯みがきの方法、口
腔機能の発達、親子で行うお口の体操など共通媒体を作成し、健康教育を行います。

0、１歳児向け歯みがき教室
　養育者の歯と口の健康への関心が高まる歯が生え始める時期や、仕上げみがきを始めるこ
とに適した時期を捉え、乳児の歯の生え方、歯みがきの方法、口腔機能の発達に合わせた食事
や噛むことの重要性などについて栄養士、保健師等と連携し、健康教育を行います。

子育て支援拠点、育児サークル等での歯科健康教育
　地域で行われている子育て支援の場において、対象の月齢に合わせた、むし歯予防、歯みが
き方法、口腔機能の発達等についての健康教育を行います。

外国人母子への歯科健康教育
　国際交流ラウンジ等で行われている、外国人対象の子育て支援の場において、外国語版の
啓発媒体を使用し、健康教育を行います。啓発媒体については、乳幼児健康診査等でも活用し
ます。

子育て支援を行う地域人材への歯科健康教育
　子育て支援者、こんにちは赤ちゃん訪問員、保育ボランティア等、乳幼児に接する人材を対象
に、歯科口腔保健の正しい知識を啓発し、市民に正しい情報を伝えられるように研修を行います。
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歯科口腔保健の推進に関する施策 ⅢⅢ

＜関係者の役割＞

実施主体 役割

横浜市

⃝関係機関・団体と連携し、歯科保健事業を通じ、適切な口腔ケア
の方法について啓発します。

⃝地域全体の乳幼児の口腔内状況を把握し、それぞれの地域の
特性に合った歯科保健事業を展開します。

⃝多数のむし歯がある子とその養育者に対する適切な支援を行
います。

⃝規則正しい食生活を身に付けるための啓発及び適切な支援を
行います。

⃝口腔機能や身体機能の発育にあった食生活を推進します。
⃝適切な食事や間食のとり方について啓発します。
⃝市民の歯科口腔保健の実態を分析し、ニーズの把握を進めます。

市民
(乳幼児の養育者等)

⃝適切な口腔ケア（セルフケア）の習慣を身に付けます。
⃝定期的に歯科検診を受診します。
⃝かかりつけ歯科医を持ち、歯科検診や専門的な口腔ケア、歯科
保健指導を受けます。

⃝むし歯の早期発見・早期治療に努めます。
⃝規則正しい食生活を身に付けます。
⃝よく噛んで食べる習慣を身に付けます。

歯科医療等関係者

⃝市の歯科保健事業に協力し、子育て支援の視点から歯科検診
及び歯科保健指導を行います。

⃝保育所及び幼稚園の園児に対し、歯科検診、歯科保健指導及び
歯科健康教育を行います。

保健医療等関係者及び
事業者

⃝子どものむし歯予防の重要性や口腔機能の発達について理解
を深め、その普及啓発について市や歯科医療等関係者と連携し
ます。

保育・教育等関係者

⃝園児に対して、歯みがきやよく噛んで食べる習慣を形成する動
機付けを行います。

⃝養育者に対して園児のむし歯予防や健全な歯と口腔機能の発
達について普及啓発を行います。

地域活動団体等 ⃝子どものむし歯予防の重要性や口腔機能の発達について理解
を深め、健やかな歯と口腔をはぐくむ地域づくりを行います。
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　近年、むし歯のない子どもは増えていますが、その一方で、唇、頬、顎、舌などの
口の周りの筋肉発達が弱く、咀嚼する、飲み込むといった口腔機能の低下が課題と
なっています。口腔機能の低下は、口をきちんと閉じられない子、顎が前に出て口
呼吸になっている子、上あごが十分発達せず、いびきや睡眠時無呼吸症候群になっ
ている子が見受けられます。
　その原因は、食生活や生活習慣の変化が考えられています。例えば、食べやすく
細かく切った食べ物ばかりを子どもにあげている、リンゴを前歯でかじり取ったこと
がないなどの習慣によって、口腔周囲筋が発達しにくくなってしまいます。
　小児期の口腔機能の発達の遅れがあれば、その修正回復を早い段階で行うこと
が重要です。そのため、平成30年度の診療報酬改定において、「口腔機能発達不全
症」の病名が新設され、診断や治療が保険適用で行えるようになりました。

　歯科口腔保健にかかわる歯科医師や関係者は、子どもの口腔内をはじめとした
身体の傷、あざや不衛生さなどに気づく可能性があり、早期に不適切養育や虐待を
発見できる立場にあります。子どもの口腔状況とともにご家族の状況等を総合的に
みる中で、必要に応じて各区のこども家庭支援課等に情報提供を行い、深刻化する
前に支援につなぎ、養育そのものを支援していくことが重要です（横浜市では、平成
30年度に「横浜市子ども虐待防止ハンドブック」を作成しています）。

子どもの口腔機能の低下について子どもの口腔機能の低下について
～口腔機能発達不全症～～口腔機能発達不全症～

児童虐待対策児童虐待対策

コラム 1

コラム 2
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歯科口腔保健の推進に関する施策 ⅢⅢ

（２）学齢期

＜歯科的特徴＞
（小学生）
⃝乳歯から永久歯に生え変わる時期です。
⃝６歳臼歯や前歯などの永久歯が生え始めます。生え始めの歯は組織が未熟でむし歯になりや
すいため、永久歯のむし歯が発生しやすくなります。
⃝かみ合わせの異常が顕在化し始める時期です。

（中学生・高校生）
⃝12～13歳頃には、すべての永久歯が生えそろいます。
⃝歯肉炎が発症しやすい時期です。
⃝むし歯や歯周病の予防に自ら取り組むことができます。

＜指標＞
指標 現状値 目標値

12歳児の１人平均むし歯数 0.57本※(R1) 維持・減少傾向へ
※市立中学１年生の平均（出典：健康横浜２１）

＜課題＞
　学齢期の12歳児の１人平均むし歯数は減少傾向にあり、国の目標である1.0本未満を達成し
ています。しかし、歯肉炎のある者は中学生で24.2%、高校生で19.6%であり、乳幼児期と同
様に、地域や個人の特性に応じた支援が必要です。

　甘味食品の喫食習慣の改善や、むし歯や歯周病を予防するためのセルフケアの方法、歯や歯
肉の状態を自分で観察できる力を育て、栄養バランスの取れた食事を規則正しくとることや、
よく噛んで食べる習慣を身に付けることなど、この時期から成人期の歯周病や口腔機能低下を
予防するための対策が必要です。

ライフステージ

H28 H29 H30 R1 H28 H29 H30 R1

（本） （％）
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0.720.72

0.610.61
0.590.59

0.570.57

72.872.8

70.170.1

76.276.2

男性男性

73.073.0

72.872.8

69.469.4

74.074.0

69.369.3

女性女性

（図表２）12歳児の１人平均むし歯数 （図表３）12歳児でう蝕のない者の割合

出典：横浜市学校保健統計調査出典：横浜市学校保健統計調査



15

　自ら口腔ケアを行うことが困難な児童・生徒については、障害の特性や発達の段階等に応じ
た支援が必要です。
　また、喫煙が歯や口腔、全身の健康に影響を及ぼすことについて、普及啓発し、喫煙の防止
につなげることが必要です。
　この時期の歯科口腔保健の取組を充実させるためには、定期的な歯科検診を実施する学校
歯科医とかかりつけ歯科医など、学校と家庭、地域の歯科医療機関が連携を密にして啓発や保
健指導を行うとともに、歯科口腔保健の分野においても、保育園・幼稚園と小学校、小学校と中
学校など、地域全体で切れ目なく連携して取り組むことが必要です。

＜取組の方向性＞

⃝児童・生徒が歯と口腔の健康の大切さに理解を深め、主体的にむし歯や歯肉炎予防のセ
ルフケアに取り組み、歯や歯肉の状態を自ら観察できる力を育てるため、啓発に取り組み
ます。

⃝児童・生徒の発達の段階や特性等に応じた歯科保健指導について教職員への啓発を行
い、歯と口腔のケアの重要性について理解を深めます。

⃝むし歯や歯肉炎を予防するため、かかりつけ歯科医による定期的な歯科検診と専門的ケ
アの受診を促します。

⃝噛む、飲み込むなどの口腔機能の発育・発達を促す食習慣の形成のため、食育と連携し
た取組を行います。

⃝喫煙による健康への影響について理解を深め、喫煙を防止するための取組を行います。

⃝就学前～小学校～中学校における個人や地域を視点とした歯科口腔保健の連携を進め
ます。

⃝市民の歯科口腔保健の実態を分析し、ニーズの把握を進めます。 新規

＜具体的な取組＞
児童・生徒の健康診断（教育委員会事務局健康教育課）

　児童・生徒の成長の状況を把握し、潜在する疾病を早期に発見して適切な処置を講じ、生涯
の健康のための教育効果を高めることを目的に実施しています。歯・口の状態は、児童・生徒の
生活習慣の状況を反映することから、学校歯科医による健康診断に基づいて、学校保健計画の
立案や的確な事後措置を実施します。

巡回歯科保健指導（教育委員会事務局健康教育課）
　児童・生徒のむし歯や歯肉炎予防のため、希望する学校に歯科衛生士を派遣し、学校歯科医
と連携して巡回歯科保健指導を実施しています。小学校、中学校、特別支援学校ではブラッシ
ング指導や歯と口腔の健康チェック、歯科健康診断時の事後指導や歯科相談を行い、学校にお
ける歯科口腔保健の向上を図ります。
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歯科口腔保健の推進に関する施策 ⅢⅢ

学校における食育推進（教育委員会事務局健康教育課）
　食育出前講座など、学校における食育推進計画に基づく取組を行っています。児童・生徒が
食や咀嚼の重要性、栄養と全身の健康との関係などについて理解を深め、自ら食を選択できる
力を身に付けることを支援します。

喫煙防止対策（健康福祉局保健事業課）
　学校、福祉保健センター及び地域活動団体が協力し、小学校や中学校で、喫煙防止出前授業
を行っています。また、市内全ての市立高校に対し、恋愛や肌への影響等、高校生がタバコのデ
メリットを実感できるような喫煙防止リーフレットを配布し、タバコの害についての学習機会の
充実を図ります。

　フッ素は自然界に存在するミネラル成分で、天然の元素です。 土壌や海水に含ま
れるだけではなく、野菜や果物、魚介類や海藻類にも含まれています。
　フッ素は様々な分野に応用されています。その一つにむし歯の予防があります。
フッ素の働きとしては歯垢（プラーク）が作るむし歯の原因菌の働きを弱める作用、
歯の再石灰化を促す作用、歯質を強化する作用が挙げられます。
　歯科的な応用として一般家庭ではフッ素入りの歯磨剤と洗口剤、歯科医院では
歯面塗布剤を用いる方法があります。
　人体への有害性については歯磨剤や洗口剤は適正な使用方法を守れば特に問
題ないと考えられています。
　ただし、フッ素を使えば完全にむし歯が予防できるわけではありません。むし歯の
予防には毎日のきちんとした歯みがき、適切な食生活を実践することが大切です。
フッ素はそれらを助けるための１つの方法として考えてください。

フッ素（フッ化物）についてフッ素（フッ化物）について

P16 P22

P26

P42

P45 P48-1

P48-2

P43-1

P43-2

P31

P35

コラム 3
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＜関係者の役割＞

実施主体 役割

横浜市

⃝関係機関・団体と連携し、歯科保健事業を通じ、適切な口腔ケ
アの方法について啓発します。

⃝むし歯や歯周病の適切な予防方法を啓発します。
⃝多数のむし歯がある子とその養育者に対する適切な支援を行
います。

⃝規則正しい食生活を身に付けるための啓発及び適切な支援を
行います。

⃝正しい食を選択するための知識に関する啓発を行います。
⃝喫煙を防止するための普及啓発を行います。
⃝市民の歯科口腔保健の実態を分析し、ニーズの把握を進めます。

市民
(児童・生徒、保護者)

⃝適切な口腔ケアの習慣（セルフケア）を身に付けます。
⃝定期的に歯科検診を受診します。
⃝かかりつけ歯科医を持ち、歯科検診や専門的な口腔ケア、歯科
保健指導を受けます。

⃝むし歯や歯周病の早期発見・早期治療に努めます。
⃝規則正しい食生活を身に付けます。
⃝よく噛んで食べる習慣を身に付けます。
⃝正しい食を選択する力を身に付けます。
⃝喫煙の害に関する知識を身に付けます。
⃝必要に応じて歯間部清掃用具を利用し、むし歯や歯肉炎の予
防に取り組みます。

歯科医療等関係者

⃝学校歯科医は学校の歯科保健事業に協力し、児童及び生徒に
歯科検診、歯科保健指導及び歯科健康教育を行います。

⃝かかりつけ歯科医として定期的な歯科検診を行うとともに、生
活環境や健康状態に応じた歯磨き指導、歯間部清掃用具の指
導、フッ化物洗口、フッ化物歯面塗布などを実施し、その必要
性について普及啓発を行います。

保健医療等関係者及び
事業者

⃝子どものむし歯予防の重要性や口腔機能の育成について理解を深
め、その普及啓発について市や歯科医療等関係者と連携します。

保育・教育等関係者

⃝歯科検診を行う学校歯科医と情報共有を密にするとともに、歯
磨きなどの技術や、歯と歯肉の自己観察力等の教育指導に取
り組みます。
⃝しっかりよく噛んで食べることなどを啓発します。

地域活動団体等 ⃝地域活動において、子どもたちによく噛んで食べることなど歯
と口腔の健康づくりの大切さについて啓発します。
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歯科口腔保健の推進に関する施策 ⅢⅢ

（３）成人期

＜歯科的特徴＞
⃝進行した歯周病を持つ人が年齢とともに増加し、それとともに歯の喪失も増加する時期です。
⃝歯の喪失によって、口腔機能の低下が始まり、義歯が必要な人が多くなります。
⃝オーラルフレイルの徴候が現れ始めます。

＜指標＞
指標 現状値 目標値

40歳代における進行した歯肉炎を有する者の割合 26.6%(H28) 維持・減少傾向へ

過去1年間に歯科健診を受けた者の割合
男性45.2%
女性56.0%
(H28)

65%

（出典：健康横浜２１）
＜課題＞
　この時期は仕事や育児等が多忙であり、セルフケアや定期的な歯科検診の受診がおろそか
になりやすく、歯周病の有病率が高くなっています。
　歯周病は進行がゆっくりで自覚症状が乏しいため、痛みがでたときは、重症化により歯を失
うなど手遅れになることが多く、予防と早期発見が重要です。
　また、口腔機能低下症の入口であるオーラル
フレイルの兆候は、50歳頃には起き始めるた
め、早い時期から予防を進める必要があります。
　歯周病が、喫煙習慣や糖尿病などの生活習
慣病と関係性が高いことについての認知度は
低く、早期発見・早期治療が双方の重症化予防
につながるよう、地域・職域が連携して普及啓
発に取り組むことが必要です。
　成人期では、就労している人が多いことか
ら、事業所と連携した取り組みが必要です。

ライフステージ
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（図表４）40歳代における進行した	
歯周炎を有する者の割合

出典：県民歯科保健実態調査 横浜市分
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＜取組の方向性＞

⃝市民や関係多職種がオーラルフレイルに関する理解を深めることができるよう、関係機
関・団体や保健・医療・福祉・介護の多職種と連携して、普及啓発に取り組みます。

⃝歯や歯肉の状態を自ら観察し、セルフケアが出来る力を育てるために必要な取組を行い
ます。

⃝かかりつけ歯科医を持つことや、定期的な歯科検診と専門的ケアの受診を促します。

⃝生活習慣病対策と連携し、歯科口腔保健と全身の健康との関連性について、普及啓発に
取り組みます。 重点

⃝市民の歯科口腔保健の実態を分析し、ニーズの把握を進めます。 新規

＜具体的な取組＞
歯周病予防教室（健康福祉局保健事業課）

　歯周病に関する正しい知識の普及・啓発を図ります。
　歯科医師等による歯周病予防、症状、治療、予防等に関する講話及び歯科衛生士によるブ
ラッシング指導、咀嚼筋・唾液腺マッサージ等を行い、セルフケアの方法や歯や歯肉の状態を、
自分で観察出来る力を育てるために必要な情報提供を行います。

オーラルフレイル予防対策（健康福祉局保健事業課）
　保健・医療・福祉・介護の専門多職種が歯と口腔の健康の重要性について理解を深め、日頃
の業務の中で歯科口腔保健に関し必要な対応を行うための視点を持てるよう、オーラルフレイ
ル予防に関する講話やブラッシング指導、健口体操(※)などの研修を行います。また、地域活動
団体や一般市民向けにもオーラルフレイル予防対策の普及啓発を行います。
(※)健口体操…口や顔などの筋肉を動かしながら、口腔機能を高めることができる体操です。意識をはっきり
させ、顔の表情も豊かにする「顔面体操」、舌の動きを滑らかにする「舌体操」、唾液の分泌を促す「唾液腺
マッサージ」などがあります。

歯周病検診（健康福祉局保健事業課）
　定期的な歯科検診を勧奨し、歯周病の予防と早期発見を推進するため、40歳、50歳、60歳
及び70歳の市民を対象に、歯及び歯周組織の口腔内状況について診査を行います。

疾病の重症化予防事業（健康福祉局保健事業課）
　特定健診の受診勧奨や糖尿病発症リスクの高い者に対する個別指導及び集団健康教育な
どを行います。適切な食・生活習慣等の改善等を支援する中で、保健師、栄養士等、関係職種と
連携しながら歯周病と糖尿病の関連について啓発を行います。また、国保データベースシステ
ムを活用し、一定基準の対象者を抽出し、保健指導を実施します。
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歯科口腔保健の推進に関する施策 ⅢⅢ

生活保護受給者等の健康支援事業（健康福祉局生活支援課・保健事業課）
　対象者が、口腔衛生、口腔機能維持の必要性を理解し、歯科受診やセルフケアに取り組むこ
とができるよう支援します。また、受給者自らが、糖尿病など、医療機関への受診や健康管理を
適切に行い健康状態の改善に取り組めるよう支援します。

歯と口の健康週間行事（健康福祉局保健事業課）
　歯と口の健康に関する正しい知識の普及啓発とともに、歯科疾患の予防に関する適切な習
慣の定着を図り、併せてその早期発見及び早期治療等を徹底することにより歯の寿命を延ばし
ます。
　歯と口の健康週間(6月4日～6月10日)を中心に歯科口腔保健に関するイベント等を実施し
ます。

健康経営を通じた口腔ケアの推進（健康福祉局保健事業課）
　横浜健康経営認証制度において、従業員に対する歯科検診の実施や口腔ケアの推奨を評価
項目に設定し、事業所における口腔ケアの重要性を啓発します。さらに、企業向けに歯周病や
口腔ケア、オーラルフレイル予防に関する講座を行い、働き世代からの口腔ケアの取組の充実
を図ります。

受動喫煙防止事業（健康福祉局保健事業課）
　受動喫煙の防止に取り組む中で、歯周病など受動喫煙による健康への影響について啓発を
進めます。

禁煙支援事業（健康福祉局保健事業課）
　地域子育て支援拠点等と連携し養育者の禁煙の動機づけと家庭内の子どもの受動喫煙の
防止に関する啓発を進めます。
　集団での健康教育や個別相談などによる禁煙支援を実施しています。

生活習慣改善相談（健康福祉局保健事業課）
　高血圧、脂質異常症、糖尿病、肥満などが気になる人を対象に、食生活の改善・運動等の指導
を行う保健師・栄養士・歯科衛生士等による個別相談を行います。

●その他（区づくり推進事業等で実施）

健康づくり月間事業（健康福祉局保健事業課）
　毎年10月1日から31日までを健康づくり月間として、各区において健康に関する様々なイベ
ントや行事を開催します。その中で、歯科医師会と連携した歯科相談や、歯と口の健康に関する
正しい知識の普及啓発を行っています。
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「セルフケア（ブラッシング）のポイント」（横浜市健康福祉局作成のリーフレットより引用）
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歯科口腔保健の推進に関する施策 ⅢⅢ

子どもの口腔機能の低下について～口腔機能発達不全症子どもの口腔機能の低下について～口腔機能発達不全症
～～　歯は全身の健康状態と密接に関係しています。

　歯周病は、むし歯と並ぶ歯科の２大疾患の一つで、歯ぐきの腫れや痛み、歯を支える骨
が溶けるなど慢性の炎症性疾患です。最終的には歯が抜けてしまうため、食事や会話な
どの日常生活に大きな支障をきたします。近年、歯周病は心筋梗塞や脳梗塞、糖尿病やメ
タボリックシンドロームなど全身の病気と関連していることが明らかになってきました。
　歯周病は、口腔内の環境のほか、食習慣や喫煙、睡眠、ストレスなどとも関係が深
く、これら生活習慣の改善によって予防することができます。
　肥満や糖尿病など歯周病の発症や悪化に関わる病気を予防や早期発見するため
に、特定健診や定期的な健康診断を受診しましょう。
　また、横浜市では、40歳、50歳、60歳、70歳の方を対象に歯周病検診を実施してい
ます。歯及び歯周組織の口腔内状況について診査するとともに、定期的な口腔内の確
認の必要性等について認識をしていただく貴重な機会ですので、ぜひ受診しましょう。

歯と健康診断の関係歯と健康診断の関係
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かかりつけ歯科医のいる人/定期的に歯科の健康診査、
歯石除去、歯面清掃を受けている人の割合

1日の歯みがき回数

出典：横浜市歯周病検診結果
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妊娠期

＜歯科的特徴＞
⃝胎生期６～８週頃から乳歯が作られます。
⃝妊娠に伴う生理的変化や不規則な食事、口腔清掃の不良によるむし歯や歯肉炎の増加が見ら
れます。
⃝妊娠中の歯周病は、早産や低出生体重児の出産を誘発する可能性が指摘されています。
⃝乳歯の形成期であり、妊娠中からバランスのとれた食生活が大切です。

＜指標＞
指標 現状値 目標値

妊婦歯科健康診査受診率 36.6%(H30) 40.0%(R6)
（出典：横浜市子ども・子育て支援事業計画）

＜課題＞
　妊娠期は、ホルモンバランスの変調等により、口腔内の清潔が保ちにくく、歯周病やむし歯が
発生・悪化しやすい時期です。歯周病が悪化すると、低出生体重児の出産や早産のリスクが高
まるとも言われています。
　口腔内の適切なケアによるむし歯や歯周病の予防や、妊婦歯科健康診査の受診など早期発
見が行えるよう支援が必要です。
　また、乳歯の形成期であるため、妊娠中からバランスの取れた栄養摂取が大切です。

対象像

H25 H26 H30H29H28H27

（％）

30

32

34

36

38

40

31.831.8

35.335.3

35.235.2 35.635.6

36.736.7 36.636.6

（図表５）妊婦歯科健康診査受診率

出典：事業報告

妊婦とこどもの歯の健康キャラクター
「めばえちゃん」

お母さんとおなかの赤ちゃんの
生涯にわたる健康を願って、

横浜市歯科医師会が作成しました。










































































































	【資料3】横浜市歯科口腔保健 令和３年度から令和４年度の取組（案）について



